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	史学委員会（第25期・第４回）
	議 事 要 旨
	日　時：令和3年12月2日（木）午前12時10分～12時45分
	会　場：対面（5−D会議室）＋　オンラインのハイブリッド開催
	出席者：栗田禎子、佐野正博、芳賀満、若尾政希
	議　題
	（１）前回の議事録を確認
	（２）分科会の活動状況と３月までに審議予定について確認。予算の再配分があったので、史学委員会内の予算執行につき確認するための拡大史学委員会を開催することにした。
	（３）2022年度史学委員会主催シンポジウムについて
	2022年度も日本歴史学協会と共同主催で、6月末日に史料保存利用問題シンポジウムを、10月に歴史教育シンポジウムを開催することについて確認した。この件を話しあう史学委員会（第5回）を2、3月に開催することにした。
	（４）その他
	・日本学術会議の公文書である日本学術会議資料の保全については、時期をみて事務局に相談することにした。
	・国際会議派遣（2022年1月6日正午までに事務局に提出）については、申し出が一件のみであった。

